
令和６年度 県南地域づくりキャンパス事業 
 
⼤正⼤学：在住外国⼈の取材と「阿南⼈」の制作・動画配信 
 
 
【事業の内容】 
 
⼤正⼤学地域創⽣学部の地域実習とは 

2024 年の地域実習 II は 9 ⽉ 30 ⽇〜11 ⽉ 1 ⽇の期間で「南三陸町、東京都、南⿂沼市、藤枝市、
御坊市、淡路市、阿南市、今治市、益⽥市、延岡市」の 10 地域で実施。実習は「交流や対話を通
じて地域に対する理解を深め、個⼈の関⼼テーマを明確にして就職やキャリアについて考えるきっ
かけになること」を⽬的としており、学⽣たちは基本的に 2 つの異なった地域で活動した。 

阿南市では、２年⽣の前半 6 名、後半 6 名がそれぞれ２週間にわたって市内視察・農業や SUP
体験・⽵林コンサート出演など様々な体験交流に取り組み、地域実習Ⅲでも４名の３年⽣が阿南で
それぞれ個⼈テーマの調査活動を⾏った。県南地域づくりキャンパス事業としては、２年⽣が阿南
市内在住の外国⼈にインタビュー取材して、冊⼦「阿南⼈ Ver.internaitional」を制作した。 
 
外国⼈の取材＆記事作成 

阿南市国際交流協会の野村副会⻑に⽀局に来
ていただき、阿南市在住外国⼈（約 400 ⼈）の現
状や課題、外国⼈が仕事や⽣活に順応するための
⽇本語教室や遠⾜などの協会の活動について学
んだ。次にタウン誌の編集経験のある⾶⽥さんに、
インタビューの準備や話を聞くコツ、魅⼒的な記
事の書き⽅について講義を受け、野村副会⻑から
推薦のあった外国⼈の取材計画を⽴てた。 

 
 

そして、取材をお願いするチラシを作成して事業所等を訪
ねてアポ取りを⾏い、最終的に 14 ⼈の外国⼈に取材するこ
とができた。学⽣たちは 3 ⼈ずつの２班体制で外国⼈の職場
等を訪問してインタビューを実施。不慣れな英語と⽇本語を
織り交ぜながら、阿南市に来たきっかけや、⽣活や仕事の様
⼦、好きな場所や⾷べ物、将来の夢などを聴き取った。外国
⼈の⽅々はとても友好的で会話も弾み、阿南の魅⼒や⽣活で
困ったこと、地域の⼈たちとの交流の機会を望んでいること
なども話してくれた。また、職場の⼈からも⼀⽣懸命に技術
を習得しようとする姿に感謝の⾔葉もあった。 



 
取材を通して感じた外国⼈の労働環境や地域の⼈や⾼校⽣との交流、国際交流協会の⽇本語教室

の P R⽅法などについて、個⼈テーマとして調査研究を進めた学⽣もいた。 
 

冊⼦「阿南⼈」の作成 
インタビューの内容や写真を整理して、外国⼈を紹介する冊⼦「阿南⼈ Ver.interenational」を制

作。それぞれの外国⼈コーナーのほか、実習中の活動写真、個⼈研究テーマ、国際交流協会へのイ
ンタビューなども掲載。取材⾵景をまとめた動画はQ Rコードから⾒てもらえるように⼯夫した。 

 

インタビューの様⼦ 

外国⼈紹介ページ 



 

 
冊⼦は 500 部印刷（A4 カラー、16 ページ）し、取材した外国⼈や事業者、国際交流協会をはじ

め、市役所や図書館、市内⼩中学校、⾼校など多くの⼈に観ていただけるよう配布した。 

 
 

まとめ 
「外国⼈の皆さんにパワーをもらいました」「多

様な⽂化や考えを受け⼊れる⼤切さやサポートの
必要性を感じました」・・学⽣からは様々な感想が
寄せられ、とても有意義な体験となった。 

今回の活動や冊⼦が、在住外国⼈の理解と友好、
そして本学の取組を多くの⼈に知ってもらう⼀助
となることを願い、事業内容の報告とする。 

実習中の成果発表会
外国⼈紹介ページ 

取材の様⼦をまとめた動画 https://youtu.be/0WEoSNIrZ4s 


